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令 和 ５ 年 度 事 業 計 画 
 

公益社団法人 港区シルバー人材センター 

 

Ⅰ 令和４年度の状況 

令和 5年 2月末日現在、会員数１，７８６人、契約金額７億 3，9１８万円余（シルバー

派遣事業含む）で、前年同月と比較して、会員数が５％、契約金額が４．９％共に増加し

ており、初めて 8億円を超える過去最高の実績を見込んでいます。 

センター活動は、引き続く新型コロナウイルスの感染拡大により少なからず影響を受

けたものの、十分な感染防止対策を講じながら実施しました。 

また、第 3次基本計画（2020～2022）の計画期間が終了するため、目標達成に向

けて掲げた 6 つの柱、「会員の増強」「就業の推進」「就業の質の向上」「安全就業の徹

底」「会員活動の推進」「推進体制の強化」の各取り組みを着実に実施しました。第4次

基本計画（2023～2026）を策定するために、顧客満足度調査や会員意識調査等を

基に検討を進めました。 

会員増強では、会員の口コミ紹介制度である１＋１（ワンプラスワン）運動をベースに、

ＱＲコードを活用した広告や入会の説明動画のリニューアル等を行い、区民が参加し

やすく、分かりやすい入会説明会に努めるなど着実に成果をあげています。研修では、

シニアのデジタル活用を推進するため、Ｚ００ＭやＬＩＮＥ等の会員向け無料研修を実施

しました。この他、ちぃコミ（地域班会議）や仕事別グループ会議、イベント等多くのセン

ター事業において、コロナ禍に配慮する中で会員同士の交流の機会は増加しました。 

就業活動では、発注者からコロナを理由とした仕事量の減少が改善したこともあり、

受託事業及びシルバー派遣事業の実績において回復が見られました。令和 5 年 2 月

末時点での前年度対比は請負等契約で４．８％の増加、派遣契約で５．６％の増加とな

り、コロナ前の実績を超える勢いとなっています。 

自主事業においても、自転車リサイクル事業、みなとふれあい館事業、ガイド事業は

総じて回復し、2月末時点での前年度対比は８．４％の増加となっています。6月には、

自転車リサイクル事業等作業所を元麻布から旧三田図書館に移転しました。 

安全就業対策では、就業現場巡回を実施し就業に係る事故の未然防止等に力を入

れるとともに、多発している転倒事故に対して講習会を開催する等啓発を続けました。

コロナ対策では、引き続きシルバー保険に新型コロナウイルスを含む感染症特約を継

続契約し、会員が安心して仕事ができる環境整備に努めました。 
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Ⅱ 令和５年度事業計画の基本方針 

第 4次基本計画に基づき事業を実施します。 

事業計画は基本計画と連動し、４ヵ年計画の初年度として取り組みます。 

 

１ センター全体運営の原則 

(1)  事業の理念である「自主・自立」「共働・共助」の浸透を図ります。 

(2)  事業運営を「透明性」「民主性」「公平性」の原則に従って実行します。 

(3)  就業スローガンを「親切」「丁寧」「誠実」「着実」とし、｢安全就業｣の徹底を推進

します。 

 

２  事業運営の重点事項 

(1)  第４次基本計画の着実な実施に努めます。 

(2)  会員目線に立ったセンター運営を目指します。 

(3)  広報活動・普及啓発活動の充実を通して、入会の機会を高めるとともに会員の

増強を図ります。 

(4)  適正就業ガイドラインを遵守し、受託事業の適正化を図ります。 

(5)  多様な就業ニーズに応えるため、就業場所の開拓・創出に努め、会員の就業機

会の増加につなげます。 

(6)  行政や地域の諸団体等と連携し、地域や時代のニーズに適応した事業の開発・

実施に努めます。 

(7)  就業環境の整備や会員研修の充実等により就業の質の向上に努め、発注者の

満足度を高めます。 

(8)  ボランティア活動を拡充し、地域社会に貢献できる組織を目指します。 

(9)  事故を未然に防止する対策を実施し事故の減少を目指すとともに、新型コロナ

ウイルス感染防止対策を継続します。 

(10)  効率の良い事業運営を行い、財政的に安定した経営を目指します。 

(11)  あらゆる取組において、デジタルを活用した業務の効率化に努めます。 
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Ⅲ  令和５年度目標 
 

令和 5年度の事業実績に関わる目標を次のように設定します。 

(1)  会 員 数  ----------------------------------  １，７８５ 人 

  (2)  就 業 実 人 員  ----------------------------------  １，４２８ 人 

  (3)  就 業 率  -------------------------------------  ８０．０％ 

  (4)  就業延人日 ----------------------------------- １６２，２００人日 

  1) 請負等契約  --------------------------------- １４３，０００人日 

  2) シルバー派遣契約  ----------------------------- １９，２００人日 

  (5)  契 約 金 額  ------------------------------ ８４６，０００千円 

  1) 請負等契約  --------------------------------- ７１２，０００千円 

  2) シルバー派遣契約  --------------------------- １３４，０００千円 

＊請負、派遣の内訳のないものは合計額を表示しています。 
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Ⅳ  事業実施計画 

１ 会員の増強 

会員の増強に向けて、センターに関する認知度を高めるための取り組みを実施しま

す。ＱＲコードを活用したチラシやパンフレットの作成やＷｅｂを活用した広告を行い、

会員による口コミ活動１＋１(ワンプラスワン)運動と併せて会員の増強に努めます。こ

の他、地域イベント等に積極的に参加しながら、他団体と連携してセンター活動をＰＲ

します。 

また、より入会しやすい環境を促進するため、月2回の対面での入会説明会を継続

する他、Ｗｅｂ入会等時間や場所を選ばない非接触の説明会を推進します。 

さらに、入会者を増やす取り組みばかりでなく、退会者の声に耳を傾け退会会員を

抑制する取り組みを実施します。 

 

① 効果的な情報発信（継続） 

区    分 実施回数等 備    考 

ＳＮＳを活用した 

ＰＲの推進 
随時 

ＹｏｕＴｕｂｅによる広告等ＳＮＳ

を通じた情報発信を検討しま

す。 

ホームページの 

リニューアル 
随時 

スマートフォンからも見やすい

ホームページを再構築し、利用

度を高めます。 

各種チラシ等の見直し 随時 

職種を絞った効果的な会員募

集チラシの投入や、ＱＲコード

を活用した事業案内を実施し

ます。 

口コミによる情報発信 随時 

会員の口コミによる１＋１(ワン

プラスワン)運動を広め、会員

の増強に努めます。 

機関紙等による啓発 

 

シルバーニュースの 

発行 
年 3回発行 

関係団体等に配布し、事業の普

及啓発を図ります。 

事務局だよりの発行 年 12回発行 

会員に対し、就業情報の提供

等必要な情報の共有化と就業

率の向上を図ります。 
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各種イベントでの 

ＰＲ活動 
年 5回 

区民まつり、みなと元気フェア、

介護予防フェスティバル、地域

福祉フォーラム、南麻布フェス

ティバルに参加しＰＲを行いま

す。 

 

② 工夫を凝らした新規入会の促進（拡充） 

区    分 実施回数等 備    考 

より参加しやすい 

入会説明会の開催 
随時 

新規入会の呼びかけ方法から

入会説明会の運営方法まで、

一体的に最適化を図ります。 

港区と連携した就業相談の

実施 
随時 

港区役所区民相談室で毎月第

３月曜日に「高齢者の就業相

談」を実施します。 

加入手続きにおける 

ＩＣＴの活用 
随時 

・ＱＲコードから入会説明会へ

の誘導を推進します。 

・Ｗｅｂ入会登録により、入会者

の手続きを軽減します。 

・センター窓口にタブレット端末

を配置し、Ｗｅｂによる入会登

録を推進します。 

区民参加型の 

講習会の開催 
随時 

区民向け無料講習会等を実施

し、認知度を高めるとともに入

会案内を実施します。 

 

③ 退会抑制を図る取組の展開（継続） 

区    分 実施回数等 備    考 

「プラチナ会員」制度の推進 随時 

就業が困難であっても会員と

して在籍登録し、センター活動

の参加を通した社会参加を促

します。 

就業相談窓口の充実 随時 
センター窓口で随時実施しま

す。 
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２  就業の推進 

請負等の拡充はもとより、シルバー派遣の受注を増やし、会員のニーズに対応した

就業機会の確保に取り組みます。就業創出員による深耕開拓を進め、発注者ニーズ

の分析、発注者と会員間に存在する要望のミスマッチ解消、会員の平均年齢上昇に

対応する就業機会の開拓等に取り組みます。さらに、就業率向上のために、未就業会

員に対する就業機会の提供を推進します。 

また、受注業務の適正化に向けて、適正就業巡回、契約内容・就業マニュアル及び

就業実態を確認し、適正な就業環境が保たれるよう努めます。 

自主事業については事業採算性の向上を図りながら、会員の経験と知識を生かし、

地域貢献を果たす事業に積極的に取り組みます。新たな事業の開発を検討するなど

して、みなとふれあい館の積極的活用を図ります。 

 

①  就業創出員による深耕開拓（継続） 

区    分 実施回数等 備    考 

高齢会員向けの 

就業機会の開拓 
随時 

高齢会員に適した仕事の開拓

に取り組みます。 

会員ニーズの高い 

就業分野の開拓 
随時 

・会員意識調査等を基に、会

員ニーズの高い仕事の開拓に

取り組みます。 

・就業創出員は２人体制で取

り組みます。 

 

②  みなとふれあい館の活用（継続） 

区    分 実施回数等 備    考 

認知度アップを図る広報 随時 
施設や講座の魅力を広め、認

知度向上を図ります。 

さらなる講座の充実 随時 
パソコン講習、カルチャー講座

の内容の充実を図ります。 

ふれあい館を利用した 

事業の検討 
随時 

講座の空き時間を利用した事

業の活用を図ります。 
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③ 未就業会員を就業に繋げる取組の充実（拡充） 

区    分 実施回数等 備    考 

より就業に結び付く 

就業相談会の実施 
年４回 

仕事の情報をより分かりやく

す伝える取り組みを推進しま

す。 

多数の就業会員を必要とす

る業務へのマッチング強化 
随時 

多数の就業会員が必要な公

園清掃や登下校誘導業務等

について、相談会やちぃコミで

紹介するとともに、折込チラシ

等を通じて募集を行いマッチ

ングにつなげます。 

未就業会員が就業しやすい 

業務の開拓 
随時 

モニターやアンケート業務等、

多くの会員が就業可能な単発

で軽易な仕事の開拓に努めま

す。 

 

④ 80歳を超えても活躍できる環境整備（新規）  

区    分 実施回数等 備    考 

高齢化を踏まえた居場所と

しての機能強化 
随時 

働くことが困難になった会員

に対し、活躍できる居場所や

活動内容を検討します。 

就業する際の体力面・健康

面の確認方法の検討 
随時 

80 歳を超えて就業する会員

に対して、健康面等の注意項

目を整理・検討します。 

 

⑤ シルバー派遣事業の推進（継続） 

区    分 実施回数等 備    考 

シルバー派遣事業の推進 随時 

派遣登録説明会の実施、研修

の充実、衛生委員会による安

全体制の強化等の体制整備

を行います。 
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⑥ 自転車リサイクルの体制整備（拡充） 

区    分 実施回数等 備    考 

自転車リサイクル事業の体

制整備 
随時 

後継者の育成及びより効率的

な販売方法の検討を行いま

す。 

 

⑦ 家事援助や訪問型サービス事業の検討（継続） 

区    分 実施回数等 備    考 

就業会員増加のための 

広報 
随時 

家事援助事業をＰＲし、広報を

通じて希望会員を募ります。 

家庭内清掃の技術向上の

ための研修 
随時 

専門家に研修を依頼し、意識

や技術の向上を図ります。 

訪問型サービス※の拡充 随時 

港区や高齢者相談センターと

連携し、訪問型サービス事業

のＰＲの充実を図ります。 

 

＊ 訪問型サービスとは、介護保険によるサービスを利用しようとする対象者のもと

を看護師や介護士などが訪れ、多様なサービスを提供する形態の総称です。訪問

型サービスの種別はＡからＤに分かれており、センターは港区から訪問型サービ

スＢ（住民主体による支援）を受託しています。 

 

 

３ 就業の質の向上 

センターが事業を拡大するためには、就業の質の向上が欠かせないことから、顧客

満足度調査結果を活用し、課題改善に取り組むとともに更なる会員の知識や技術の向

上を図る研修を実施します。 

拡大が期待されるシルバー派遣のＩＴスキル向上のための研修、サービス業における

基本の接遇研修、就業環境向上のための研修（パワハラ、セクハラ等）他、会員が必要

とする研修を的確に掴むとともに会員が研修に参加しやすいような仕組みづくりに取

り組みます。 

また、デジタル社会に対応するため、就業に役立つＩＴ研修を実施し、会員のデジタル

リテラシー向上を図ります。 
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① 顧客満足度調査の実施（継続） 

区    分 実施回数等 備    考 

会員の就業に対する発注者

の満足度、利用状況の調査 
随時 

必要な職種において調査を実

施します。 

今後のサービス向上と就業

内容の改善 
随時 

仕事別リーダー会議等を通じ

て各現場にフィードバックしま

す。 

 

②  会員研修の充実（拡充） 

区    分 実施回数等 備    考 

各種研修の実施 

 

初回就業後講習の 

充実 
月 1回 

新規就業会員に対し、事業趣

旨や就業マナーを講習し、就

業の質を高めます。 

接遇・個人情報保護 

研修 
年 1回 

ハラスメント等を含めた内容

で、仕事別リーダーを対象とし

た研修を検討します。 

訪問型サービス※  

研修の実施 
年 2回 

訪問型サービス就業希望会員

必修の研修として実施します。 

各種業務の技能研修

等 
随時 

接遇・個人情報保護研修や筆

耕、植木剪定、家事援助、登

下校誘導、選挙事務等の業務

に対応した研修を実施しま

す。 

就業に役立つデジタル活用

研修の検討・開発 
随時 

就業に役立つスマートフォン・

ＬＩＮＥ・Ｚｏｏｍ等のアプリ研修

の検討・開発を実施します。 
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③ パソコンスキルアップ研修の実施（継続） 

区    分 実施回数等 備    考 

パソコン操作基礎研修 年 3回 

いきいきプラザ等の受付業務

に必要なパソコンの基本操作

研修を実施します。 

派遣向けパソコン研修 年 3回 

派遣登録会員を対象として、

日商パソコン検定に合格でき

るようサポートします。 

 

 

４  安全就業の徹底 

全ての現場において、安全就業の徹底を推進します。就業の多様化や会員の平均

年齢の上昇に伴い、事故発生のリスクは高まっています。万一事故が発生した場合は

事故分析調査を実施し、その結果に基づく対策や安全就業パトロール等を通じて注意

点を会員に伝えることを継続的に実施します。また、より多くの会員等が参加できる健

康・安全講習や就業体力測定を実施し、会員自身が意識をもって安全就業に取り組め

る環境を整備します。 

さらに、猛暑による熱中症の危険も高まっているため、新たに対策の検討に着手しま

す。 

 

① 安全就業のさらなる推進（継続） 

区    分 実施回数等 備    考 

事故分析調査の実施 
事故発生後 

都度実施 

会員の就業に伴う事故を未然

に防止するため、事故の原因

を分析し、再発防止策を検討

します。 

健康・安全講習事業の充実 

 
交通安全講習・転倒予

防講習の充実 
年 2回 

実技講習・講話により交通安

全意識を高めます。また、転倒

予防講習は専門機関に委嘱し

て実施します。 
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区民のための 

健康教室 
年 1回 

外部の専門講師を招いて、会

員の他、高齢区民向けに開催

します。 

転倒予防講習会 年 1回 

介護予防センターと共催し、事

故の多い転倒を防ぐ取り組み

を強化します。 

車両運転業務の 

事故防止対策 
随時 

・運転する会員への年齢制限
及び自動車教習所講習を実
施します。 

・ＡＳＶ（先進安全自動車）の

活用により、事故防止対策を

図ります。 

安全就業パトロールの 

強化 
年 3回 

安全強化月間以外にも就業

現場に訪問し、安全就業対策

の周知を図ります。 

効果的な啓発方法の検討 随時 

事故ゼロを目指し、より多くの

会員に効果のある啓発方法を

検討します。 

 

② 就業体力測定の充実（継続） 

区    分 実施回数等 備    考 

就業体力測定の充実 年 1回 

多発する転倒事故の抑制につ
ながるような項目を採り入れ、
専門機関と協力し、体力測定
と健康講座を実施します。 

 

③ 猛暑への取組（新規） 

区    分 実施回数等 備    考 

猛暑への取組 随時 
屋外で働く会員への熱中症を
始めとする対策を一層強化し
ます。 
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５  会員活動の推進 

就業活動はもとより、就業以外の活動をより充実したものにするために、会員間の

交流を推進します。会員の連帯の下での良好な就業と業務の実施に向けて、地域班

（17班）、職群班・仕事別グループを組織し、充実を図ります。 

多くの会員が主体的に生きがいづくりや健康増進に取り組めるよう、社会貢献活動

やサークル活動について活動機会及び情報提供の充実を図ります。 

また、働くことが困難であっても在籍可能なプラチナ会員に対しても、活躍できる場

所の検討を進めます。 

こうした就業以外の活動を、会員がどれだけ利用しているか「活動率」を用いて効果

検証を行うとともに、活動を楽しみながら実施する動機づけとして、新たにポイント制

度の検討を開始します。 

 

①  魅力ある地域班活動の展開（継続） 

区    分 実施回数等 備    考 

魅力ある地域班活動の展開 

 

ちぃコミ 

（地域班会議） 

各 17班 

年 2回 

会員間の親睦を深めるととも

に、事業に関する連絡・情報交

換を行います。 

地域班長会議 年 2回 

センター運営や地域班活動の

運営に関する意見交換や検討

を行います。 

地域班連絡会 年 1回 

班長・副班長を対象に事業運

営の情報伝達や意見交換を

行います。 

職群班・仕事別グループの展開 

 

仕事別グループリーダ

ー会議 
年 2回 

リーダー等を対象に各仕事別

グループの業務意見交換を行

います。 

各種業務の打ち合わ

せ、全体会議 
随時 

情報共有を図りグループを円

滑に運営するための会議を行

います。 
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②  社会貢献活動への会員参加の推進（継続） 

区    分 実施回数等 備    考 

社会貢献活動への会員 

参加の推進 
随時 

ゆうあいカフェ、 

シルバー感謝デー、 

コーラスボランティア、 

マラソンボランティア、 

花壇ボランティア 

傾聴ボランティア「コスモス」

等、より多くの会員が参加で

きるよう、様々なメニューを検

討します。 

 

③  センター活動率の設定と会員活動の推進（継続） 

区    分 実施回数等 備    考 

センター活動率の設定と 

活用 
随時 

就業以外の理由でセンターに

在籍する会員を支援するた

め、センター活動への参加に

もとづく「活動率」を活用し、会

員活動の推進につなげます。 

 

④ 会員ポイント制度の検討（新規） 

区    分 実施回数等 備    考 

センターへの参画意識の 

向上 
随時 

楽しみながらセンター活動を

実施できるようポイント制度の

検討を開始します。 

 

⑤ サークル活動の支援（新規） 

区    分 実施回数等 備    考 

就業以外の会員交流の 

促進 
随時 

趣味等を通じた会員交流の在

り方について検討を開始しま

す。 
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６  推進体制の強化 

センターでは、公益社団法人として的確な法令遵守、適切な会計処理等を推進す

る事務局体制の強化を図るとともに、災害等にも対応できる危機管理体制づくりに取

り組みます。この他、安定した経営を推進するため、インボイス制度の財源確保に向

けて、引き続き対応策を検討します。 

また、デジタル社会の到来を踏まえ、センターのあらゆる取り組みにおいて、デジタ

ルを活用した業務の効率化に取り組みます。 

 

（１）  推進体制の強化 

区    分 実施回数等 備    考 

消費税におけるインボイス

制度への対応（継続） 
検討 

令和５（2023）年 10月から

実施される消費税のインボイ

ス制度（適格請求書保存方

式）導入に向け、対応策の検

討を進めます。 

デジタル活用への取組 

（新規） 
随時 

就業、調査、研修、事務局運

営等、センターのあらゆる取

組において業務の効率化を図

ります。 

事務局のＢＣＰ※（事業継続

計画） 
年 1回 

万一の災害や緊急時におい

て、事務局機能が保たれるよ

う必要な見直しを行います。 

 

※ ＢＣＰ（事業継続計画）とは、企業が自然災害などの緊急事態に遭遇した場合に

おいて、事業資産の損害を最小限にとどめつつ、中核となる事業の継続あるいは早

期復旧を可能とするために、平常時に行うべき活動や緊急時における事業継続のた

めの方法、手段などを取り決めておく計画のことです。 

 

（２）  事務局体制の強化 

① 組織の強化・合理化 

・ 事務局の組織規模や雇用体制を考慮して、組織の最適化を推進するとともに、

会員の活用を図ります。 

・ 職員の階層別役割の明確化をはかるとともに、法人運営に必要な研修を行う

等事務局体制を強化します。 

・ 会員目線に立ち、会員に信頼される事務局運営を目指します。 
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② 事務事業の合理化 

・事業の定期的な見直しや業務効率化を通じて、会員サービスや発注者へのサ

ービス向上を実施します。 

・事務の簡素効率化、事務処理の一体化等により事務の合理化を推進します。 

・感染症等により事務局事業が中断しないよう、環境の構築及び体制の整備を行

います。 

 

（３）  財源の確保と安定経営 

① 財源の確保 

・配分金の支払が円滑に行えるように、未収金の回収に一層努めます。 

・随意契約の方法でシルバー人材センターに仕事を発注することが可能な状況を

踏まえて、政策目的随意契約の活用を東京都シルバー人材センター連合ととも

に港区に働きかけます。 

② 安定経営の推進 

・ 経営基盤強化のため経費節減に努め、事業の優先度に応じて資金を充当しま

す。 

③ 財政計画 

・事業運営資金は、経常費用のおよそ１ヵ月分を保ちます。 

・経常増減額は、収支相償の原則に則り、最小限度を目指します。 

・新型コロナウイルス感染拡大により事業収入が予定通り見込めない場合は、重

要度の低いセンター事業を中止・延期する等事業計画については柔軟に対応

します。 


